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令
和
二
年
九
月
、
会
計
検
査
院
は
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
、
独
立
行
政
法
人
労
働
者
健
康
安
全
機
構
、
及
び
独
立
行

政
法
人
地
域
医
療
機
能
推
進
機
構
の
三
団
体
傘
下
に
あ
る
災
害
拠
点
病
院
に
つ
い
て
、
自
家
発
電
機
な
ど
が
浸
水
し
な
い
よ
う

各
地
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
応
じ
た
対
策
を
と
っ
て
い
る
か
を
調
査
し
、
公
表
し
た
。
そ
の
結
果
、
全
六
十
三
病
院
の
う
ち
、

三
分
の
一
を
超
え
る
二
十
三
病
院
で
浸
水
の
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
が
判
明
、
う
ち
、
六
病
院
で
は
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
想
定
さ

れ
る
浸
水
の
深
さ
よ
り
も
低
い
位
置
に
自
家
発
電
機
な
ど
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
浸
水
に
よ
る
故
障
で
災
害
時
に
必
要
な
電
力

を
確
保
で
き
な
い
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
調
査
結
果
で
あ
っ
た
。 

 

会
計
検
査
院
で
は
こ
れ
ら
の
病
院
に
対
し
、
浸
水
の
お
そ
れ
が
あ
る
自
家
発
電
機
な
ど
に
つ
い
て
応
急
処
置
を
行
う
と
と
も

に
、
機
器
の
移
動
や
防
水
扉
の
設
置
な
ど
対
策
の
計
画
を
策
定
す
る
よ
う
要
求
し
、
病
院
を
所
管
す
る
各
機
構
に
も
浸
水
対
策

の
実
施
状
況
を
確
認
す
る
体
制
の
整
備
を
求
め
た
。 

 

こ
れ
ら
六
病
院
の
う
ち
、
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
（
以
下
機
構
）
傘
下
の
病
院
は
北
海
道
医
療
セ
ン
タ
ー
と
岡
山
医

療
セ
ン
タ
ー
の
二
病
院
で
あ
っ
た
。
関
連
し
て
以
下
、
質
問
す
る
。 

一 

機
構
に
お
け
る
災
害
リ
ス
ク
管
理
に
つ
い
て 



 

２ 

 

 
 

「
改
善
を
必
要
と
す
る
事
態
」
と
し
て
、
「
貴
機
構
の
二
災
害
拠
点
病
院
に
お
い
て
、
水
害
に
よ
り
商
用
電
源
が
途
絶
し

た
場
合
に
、
自
家
発
電
機
等
が
浸
水
し
て
稼
働
で
き
ず
、
継
続
し
て
医
療
を
提
供
す
る
上
で
必
要
な
電
気
を
確
保
で
き
な
い

お
そ
れ
が
あ
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
事
態
は
適
切
で
は
な
く
、
改
善
を
図
る
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
」
と
さ
れ
、
「
発

生
原
因
」
と
し
て
「
こ
の
よ
う
な
事
態
が
生
じ
て
い
る
の
は
、
貴
機
構
本
部
及
び
二
災
害
拠
点
病
院
に
お
い
て
、
地
方
公
共

団
体
が
公
表
し
て
い
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
応
じ
た
自
家
発
電
機
等
の
浸
水
対
策
に
つ
い
て
の
検
討
が
十
分
で
な
い
こ
と
な

ど
に
よ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
」
と
改
善
要
求
が
出
さ
れ
た
。 

 

１ 

「
地
方
公
共
団
体
が
公
表
し
て
い
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
応
じ
た
自
家
発
電
機
等
の
浸
水
対
策
」
と
い
う
部
分
の
指
摘

に
つ
い
て
、
機
構
本
部
と
し
て
ど
の
よ
う
な
処
置
を
講
じ
た
の
か
。
政
府
と
し
て
承
知
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
示
さ
れ
た

い
。 

 

２ 

そ
の
結
果
と
再
発
防
止
対
策
に
つ
い
て
、
災
害
拠
点
病
院
の
み
な
ら
ず
傘
下
の
病
院
に
対
し
ど
の
よ
う
に
共
有
さ
れ
点

検
さ
れ
た
の
か
。
政
府
の
承
知
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
示
さ
れ
た
い
。 

二 

災
害
想
定
地
域
に
統
合
移
転
す
る
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て 

 
 

国
立
病
院
機
構
徳
島
病
院
の
、
同
東
徳
島
医
療
セ
ン
タ
ー
へ
の
統
合
移
転
計
画
は
、
二
〇
一
八
年
二
月
に
「
基
本
構
想
」



 

３ 

 

が
公
表
さ
れ
、
地
元
住
民
の
他
、
近
隣
の
市
議
会
や
県
議
会
か
ら
上
が
る
反
対
決
議
の
中
、
移
転
は
事
実
上
「
凍
結
」
と
な

っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
機
構
よ
り
本
年
十
月
、
徳
島
病
院
の
Ｐ
ｏ
ｓ
ｔ

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
病
床
八
床
を
東
徳
島
医
療
セ
ン
タ
ー
へ
移

す
方
針
が
公
表
さ
れ
た
。 

 
 

し
か
し
、
同
セ
ン
タ
ー
は
、
機
構
が
公
表
し
た
「
東
徳
島
医
療
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
災
害
対
応
に
つ
い
て
」
（
令
和
元
年

五
月
三
十
日
）
に
よ
れ
ば
、
所
在
地
（
板
野
郡
板
野
町
）
は
、
徳
島
県
地
域
防
災
計
画
（
以
下
防
災
計
画
）
の
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
に
よ
る
液
状
化
危
険
度
が
極
め
て
高
い
地
域
と
さ
れ
て
お
り
、
防
災
計
画
の
徳
島
県
中
央
構
造
線
・
活
断
層
地
震

被
害
想
定
の
震
度
分
布
で
は
震
度
七
（
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
は
震
度
八
強
）
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
洪
水
浸
水
想
定
は
、
国

土
交
通
省
四
国
地
方
整
備
局
徳
島
河
川
国
道
事
務
所
の
吉
野
川
水
系
吉
野
川
洪
水
浸
水
想
定
区
域
図
に
よ
る
と
、
浸
水
し
た

場
合
に
想
定
さ
れ
る
水
深
は
三
～
五
ｍ
と
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

そ
う
し
た
災
害
想
定
地
域
に
あ
る
病
院
に
、
わ
ざ
わ
ざ
手
厚
い
医
療
的
ケ
ア
の
必
要
な
Ｐ
ｏ
ｓ
ｔ

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
病
床
を
移

す
必
然
性
は
理
解
に
苦
し
む
。
ち
な
み
に
徳
島
病
院
の
立
地
は
高
台
で
あ
り
、
洪
水
に
よ
っ
て
想
定
さ
れ
る
浸
水
深
は
ゼ
ロ

ｍ
で
あ
る
。
以
下
の
点
に
つ
い
て
政
府
の
把
握
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
述
べ
ら
れ
た
い
。 

 

１ 

Ｐ
ｏ
ｓ
ｔ

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
病
床
の
移
転
先
は
新
設
病
棟
か
、
既
存
病
棟
か
。
ま
た
そ
の
何
階
に
置
か
れ
る
の
か
。 



 

４ 

 

 
２ 

周
辺
道
路
の
液
状
化
に
よ
り
患
者
の
移
送
や
食
料
、
物
資
等
の
搬
入
搬
出
が
途
絶
し
、
病
院
機
能
が
果
た
せ
な
く
な
る

可
能
性
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
対
策
し
て
い
る
の
か
。 

 

３ 

浸
水
時
、
医
療
用
電
源
は
ど
の
よ
う
に
確
保
さ
れ
る
の
か
。
設
備
が
浸
水
想
定
面
よ
り
上
階
に
な
け
れ
ば
呼
吸
器
管
理

の
必
要
な
患
者
は
即
時
命
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
る
が
、
機
器
は
何
階
に
設
置
さ
れ
て
い
る
の
か
。 

 

４ 

自
家
発
電
機
の
老
朽
化
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
新
規
設
置
等
の
検
討
状
況
は
ど
う
か
。 

 

５ 

災
害
時
の
患
者
の
避
難
方
法
、
必
要
な
人
員
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
計
画
を
策
定
し
て
い
る
の
か
。 

 

６ 

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
・
レ
ス
パ
イ
ト
等
、
在
宅
支
援
の
継
続
体
制
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。 

 

右
質
問
す
る
。 


